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こ
う
話
す
吉
田
さ
ん

は
、
松
陰
の
遺
詠
の
な
か

か
ら
「
か
く
す
れ
ば
か
く

な
る
も
の
と
知
り
な
が
ら

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
大
和

も
の
の
あ
わ
れ
を
知
り
、

武
士
道
も
体
得
し
た
生
き

方
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

の
意
味
で
同
著
は
志
士
た

ち
の
万
葉
集
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
「
長
州
の
吉
田
松
陰
は
、

西
洋
文
明
を
吸
収
し
よ
う

と
ア
メ
リ
カ
渡
航
を
く
わ

だ
て
た
。
国
禁
を
か
え
り

み
ず
、
伊
豆
の
下
田
で
従

者
と
と
も
に
黒
船
に
乗
り

込
も
う
と
し
た
が
無
念
に

も
失
敗
。
し
か
し
、
そ
の

遠
大
な
志
と
決
断
に
日
本

男
児
の
真
面
目
を
見
る
心

地
が
す
る
」

て
い
い
。
こ
う
し
た
時
代

を
先
駆
け
る
に
は
や
は

り
、
鋭
い
ま
で
の
感
性
と

果
敢
な
実
践
力
が
求
め
ら

れ
る
。
と
同
時
に
、
吉
田

さ
ん
は
「
血
の
通
っ
た
喜

怒
哀
楽
と
い
う
普
通
の
人

の
感
情
で
動
い
て
い
る
こ

と
が
、
彼
ら
の
歌
に
接
す

る
こ
と
で
理
解
で
き
る
」

と
い
う
。

　

表
題
の
歌
剣
と
い
う
耳

慣
れ
な
い
言
葉
は
著
者
の

造
語
で
〝
歌
心
剣
魂
〟
を

縮
め
た
も
の
だ
。つ
ま
り
、

　

幕
末
・
維
新
を
端
的
に

表
現
す
れ
ば
動
乱
と
い
っ

相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

立
春
の
2
月
3
日
、
搾

り
た
て
の
新
酒
を
そ
の
日

の
う
ち
に
出
荷
す
る
催
し

「
立
春
朝
搾
り
」
が
、「
多

満
自
慢
」
の
蔵
元
で
あ
る

石
川
酒
造（
福
生
市
熊
川
）

で
行
わ
れ
た
。

　

春
の
始
ま
り
を
祝
お
う

と
、
酒
販
店
主
ら
か
ら
成

る
「
日
本
名
門
酒
会
」
が

主
催
し
、
１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
か
ら
続
く
イ
ベ

ン
ト
で
、
全
国
41
の
蔵
元

で
開
か
れ
た
。
同
酒
造
は

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

か
ら
参
加
す
る
。

　

同
酒
造
で
は
、
12
月
下

旬
に
仕
込
ん
だ
酒
を
当
日

未
明
か
ら
搾
り
、
朝
ま
で

に
瓶
詰
め
。
７
２
０
㍉
㍑

瓶
の
新
酒
は
、
地
元
・
熊

川
神
社
の
宮
司
に
よ
る
お

は
ら
い
を
受
け
、
同
酒
造

に
集
ま
っ
た
酒
販
店
主
に

引
き
渡
さ
れ
た
。

　

同
酒
造
の
石
川
彌
八
郎

社
長
は
「
立
春
朝
搾
り
の

取
り
組
み
は
正
に
ラ
イ

ブ
。
客
と
蔵
元
が
一
体
と

な
れ
る
一
日
で
、
私
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

日
の
出
町
大
久
野
の
栄

屋
酒
店
で
は
、
長
野
県
安

曇
野
の
大
雪
渓
酒
造
に

「
立
春
朝
搾
り
」
を
取
り

に
行
っ
た
店
主
の
箕
輪
豪

昭
さ
ん
に
代
わ
り
、
長
女

の
絵
理
さ
ん
が
石
川
酒
造

を
訪
れ
た
。
10
時
過
ぎ
に

店
に
持
ち
帰
る
と
早
速
、

予
約
客
に
届
け
た
。

東
京
多
摩
い
の
ち
の
電
話

　歌で綴る幕末史。青梅市在住の吉田慎太郎さ
んが、この１月に上梓した『歌剣の維新歌』（展
転社）が挑んだテーマである。取り上げた志士
たちは１２０人余。それぞれが示した精神と行
動を彼らが詠んだ和歌を通して描き出した。　
                                                                      （岡村繁雄）

「歌剣の維新歌」を出版
幕末動乱、志士たちの万葉集

民
の
声
も
集
め

な
が
ら
、
悲
劇

の
戦
史
に
取
り

組
む
。

　

定
価
２
７
５

０
円
（
税
込
）。

一
般
書
店
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
で
購
入
で

で
き
る
。

魂
」
を
選
ん
だ
。
松
陰
と

い
え
ば
萩
の
松
下
村
塾
。

こ
の
私
塾
か
ら
は
、
高
杉

晋
作
や
久
坂
玄
瑞
が
巣
立

ち
、
彼
ら
の
生
涯
も
ま
た

詩
的
だ
っ
た
。

　

吉
田
さ
ん
の
和
歌
へ
の

傾
倒
は
、
詩
吟
の
師
匠
だ

っ
た
母
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
詩
歌
は
小
学
生

の
こ
ろ
か
ら
身
近
な
存
在

だ
っ
た
。
や
が
て
青
梅
市

東
雲
短
歌
会
に
参
画
し
、

２
０
２
１
年
に
は
短
詩
集

を
出
版
し
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
「
歌
を
柱
に
据
え

る
」
こ
と
は
必
然
の
手
法

だ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
次

回
作
に
も
引
き
継
が
れ
る

と
い
う
。
今
度
は
歌
で
綴

る
日
米
戦
争
だ
。
軍
人
や

政
治
家
だ
け
で
な
く
、
庶

青
梅
市
の
吉
田
慎
太
郎
さ
ん

志士の人生と時代を語る吉田さん

多摩自慢で「立春朝搾り」
栄屋酒店（日の出町）は長野からも搬入

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

京
多
摩
い
の
ち
の
電
話

（
国
分
寺
市
）
は
現
在
、

２
０
２
５
年
度
の
相
談
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
40
期
生
を
募

集
し
て
い
る
。
事
務
局
は

「
１
人
で
も
多
く
の
相
談

員
を
増
や
し
た
い
」
と
呼

び
か
け
る
。

　

同
団
体
は
１
９
８
５
年

の
開
局
以
来
、
１
０
０
人

を
超
す
相
談
員
が
毎
日
交

代
で
電
話
を
受
け
て
い

る
。明
日
の
悩
み
を
抱
え
、

日
々
を
過
ご
す
人
は
少
な

く
な
い
。
そ
う
し
た
人
た

ち
に
寄
り
添
う
の
が
い
の

ち
の
電
話
だ
。
相
談
員
は

緊
急
性
の
高
い
も
の
に
関

し
て
は
何
ら
か
の
提
案
を

す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
基

本
的
に
は
「
傾
聴
」
に
徹

す
る
。

　

自
殺
防
止
の
役
を
担
う

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

や
訓
練
を
経
て
相
談
員
の

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。

　

募
集
は
2
月
28
日
ま

で
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
０
４
２
（
３
２
８
）

４
４
４
１
事
務
局
ま
で
。

「立春朝搾りの取り組み
はライブ」と石川社長

栄屋酒店では早速店頭に並んだ

は
む
ら
激
辛
フ
ェ
ス
開
催
中
　

　
41
店
舗
で
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

　
「
第
9
回
は
む
ら
激
辛

フ
ェ
ス
２
０
２
５
」
が
羽

村
市
内
41
店
舗
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
主
催
は
羽
村

市
商
工
会
青
年
部
。

　

市
内
で
採
れ
た
青
唐
辛

子
を
使
っ
た
参
加
店
独
自

の
唐
揚
げ
、ハ
ン
バ
ー
グ
、

オ
ム
ラ
イ
ス
、
焼
き
鳥
、

ナ
ポ
リ
タ
ン
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
、
麺
類
な
ど
激
辛
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。

　

期
間
中
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
。
5
店
舗

分
、
15
店
舗
分
、
20
店
舗

分
を
集
め
る
と
賞
品
が
も

ら
え
る
。
ま
た
、
最
多
店

舗
賞
は
抽
選
で
1
人
に
羽

村
市
商
業
協
同
組
合
商
品

券
1
万
円
分
を
贈
る
。

　

2
月
28
日
ま
で
。
景
品

引
き
換
え
・
応
募
期
間
は

2
月
3
日
～
3
月
7
日
。

れ
ば
、
本
当
に
良
く
な
る
」。
そ

う
語
る
の
は
あ
き
る
の
波
多
野
整

骨
院
（
腰
痛
研
究
所
併
設
）
の
波

多
野
良
夫
院
長
（
71
）。

　
そ
の
波
多
野
院
長
へ
3
年
前
か

ら
同
院
へ
通
う
あ
き
る
野
市
在
住

で
ア
パ
レ
ル
販
売
員
の
川
口
民
江

さ
ん
か
ら
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
川
口
さ
ん
は
42
歳
か
ら
変
形
性

膝
関
節
症
に
な
り
、
整
形
外
科
院

で
水
が
溜
ま
る
と
注
射
で
抜
き
、

　
ひ
ざ
が
痛
く
て
歩
け
な

い
、
腰
が
痛
く
て
辛
い
、

ヘ
ル
ニ
ア
で
足
が
し
び
れ

る
、
最
近
多
い
脊
柱
管
狭

窄
症
に
悩
む
人
も
、「
き

ち
ん
と
し
た
治
療
を
受
け

ひ
ざ
の
痛
み
で
お
悩
み
の
方
へ

患者様からの感謝の声
行ったその日から痛みやわらぐ
あきるの波多野整骨院

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
入
れ
る
治
療
を
繰
り
返
し
て
い

た
。
義
姉
の
勧
め
で
同
院
へ
。
波
多
野
院
長
の
説
明

と
施
術
で
、
行
っ
た
そ
の
日
に
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

膝
の
痛
み
が
や
わ
ら
い
だ
と
い
う
。
4
月
か
ら
通
院

4
年
目
に
な
る
が
、「
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
親
切

な
対
応
、
清
潔
な
院
内
は
気
持
ち
よ
く
、
今
後
も
定

期
的
に
通
院
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
波
多
野
院
長
は
「
ひ
ざ
痛
は
ど
の
組
織
が
痛
い
の

か
、
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
の
か
に
よ
っ

て
、
治
し
方
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
は
じ
め
か
ら

原
因
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
原
因
に
対
応
し
た
治
療

や
ケ
ア
（
運
動
療
法
）
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
痛
み

を
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
除
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

痛
み
の
組
織
と
原
因
を
見
つ
け
、
改
善
す
る
た
め
の

治
療
を
行
う
こ
と
で
良
く
し
て
い
き
ま
す
」と
話
す
。

　
診
療
受
付
時
間
は
午
前
８
時
～
正
午
、
午
後
３

時
～
７
時
30
分
（
土
曜
日
は
12
時
半
ま
で
）。
土
曜

日
、
祝
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
休
診
。
☎
０
４
２

（
５
５
０
）３
４
７
７
へ
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　
　
　
　
あ
き
る
野
市
秋
川
５
‐
１
‐
２
　
Ｐ
４
台


